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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  36/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/30     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月2日(2015.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結合ポリマーを調製する方法であって、前記方法が、
（ｉ）反応性ポリマーを形成するようにモノマーを重合するステップと；
（ｉｉ）中間体ポリマー生成物を形成するように官能性Ｘを有するポリイソシアネートと
、前記反応性ポリマーとを反応させるステップと；
（ｉｉｉ）結合ポリマー生成物を形成するように官能性Ｙを有するポリオールと、前記中
間体ポリマー生成物を反応させるステップとを含み、Ｘ＋Ｙ≧５である、方法。
【請求項２】
　Ｘ≧２であり、およびＹ≧２である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポリイソシアネートがジイソシアネートまたはトリイソシアネートである、請求項
１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポリイソシアネートがジイソシアネートヒドロカルビルであり、および前記ポリオ
ールがトリオールまたは４以上のヒドロキシル基を有するポリオ－ルである、請求項１～
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポリイソシアネートがトリイソシアネートヒドロカルビルであり、および前記ポリ
オールがジオール、トリオールまたは４以上のヒドロキシル基を有するポリオールである
、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポリイソシアネートが、ジイソシアネートアルキル、ジイソシアネートシクロアル
キル、ジイソシアネートアリール、ジイソシアネートアルケニル、およびジイソシアネー
トアルキニルからなる群から選択されるジイソシアネートヒドロカルビルである、請求項
１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ポリイソシアネートが、メチレンジフェニルジイソシアネート、トルエンジイソシ
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アネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、および４，
４’－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアネート）からなる群から選択される、請求
項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　ポリオールが、アルキルジオール、シクロアルキルジオール、アリールジオール、アル
ケニルジオール、およびアルキニルジオールからなる群から選択されるジオールである、
請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　ポリオールが、アルキルトリオール、シクロアルキルトリオール、アリールトリオール
、アルケニルトリオール、およびアルキニルトリオールからなる群から選択されるトリオ
ールである、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ポリオールがグリセロールである、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記モノマーを重合するステップが、共役ジエンモノマーと、それと共に共重合可能な
モノマーとを重合するステップを含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記重合するステップがアニオン重合技術を用いて行われる、請求項１～１１のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記重合するステップが有機リチウム開始剤を用いて行われる、請求項１～１２のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記重合するステップが配位触媒系を用いて行われる、請求項１～１１のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１５】
　結合ポリマーを調製する方法であって、前記方法が
（ｉ）反応鎖末端を有するポリマーを形成するように共役ジエンモノマーと、任意にそれ
と共に共重合可能なモノマーとを重合するステップと、
（ｉｉ）中間体ポリマー生成物を形成するように官能性Ｘを有するポリイソシアネートと
、前記ポリマーの反応鎖末端とを反応させるステップと、
（ｉｉｉ）結合ポリマー生成物を形成するように官能性Ｙを有するポリオールと、前記中
間体ポリマー生成物とを反応させるステップとを含み、Ｘ＋Ｙ≧５である、方法。
【請求項１６】
　式：
【化１】

によって定義される結合ポリマー（式中、Ｒ10は前記トリオールに由来する多価の有機基
であり、Ｒ11はジイソシアネートに由来する二価の有機基であり、および各Ｒ12はポリマ
ー鎖である）。
【請求項１７】
　Ｒ12が、６０％を超えるシス－１，４結合含量を有するポリジエンである、請求項１６
に記載の結合ポリマー。
【請求項１８】
　Ｒ12が、約１０％～６０％のシス－１，４結合含量を有するポリジエンまたはポリジエ
ンコポリマーである、請求項１６に記載の結合ポリマー。
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【請求項１９】
　請求項１６に記載の前記結合ポリマーから調製されるタイヤ部品。
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